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１ 新学習指導要領の改訂のポイント

育成を目指す資質・能力の三つの柱

知識及び技能
思考力，
判断力，
表現力等

学びに向かう力,
人間性等



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社
会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
（1）芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現

するための技能を身に付けるようにする｡【知識及び技能】
（2）創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすること

ができるようにする｡【思考力，判断力，表現力等】
（3）生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感

性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い，豊かな情操を培う｡【学びに向かう力，人間性等】

芸術科の目標



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

音楽の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働
かせ，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と幅広く関わ
る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

｢音楽Ⅰ｣の目標



１ 新学習指導要領の改訂のポイント 「解説」p. 21

音楽的な見方・考え方
感性を働かせ，音や音楽を，音楽を形づくっている要素

とその働きの視点で捉え，自己のイメージや感情，音楽の
文化的・歴史的背景などと関連付けること。

｢音楽Ⅰ｣の目標



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

｢知識及び技能｣の習得に関する目標
(1) 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関
わり及び音楽の多様性について理解するとともに，創
意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を
身に付けるようにする。

｢音楽Ⅰ｣の目標



１ 新学習指導要領の改訂のポイント 「解説」p. 23

芸術科音楽における｢知識」の習得
・音楽を形づくっている要素などの働きについて実感を伴
いながら理解し，表現や鑑賞などに生かすことができる
ようにすること。

・音楽に関する歴史や文化的意義を，表現や鑑賞の活動を
通して，自己との関わりの中で理解でき
るようにすること。

｢音楽Ⅰ｣の目標



１ 新学習指導要領の改訂のポイント 「解説」p. 24

芸術科音楽における｢技能」の習得
・一定の手順や段階を追って身に付けることができるよう
にするのみでなく，変化する状況や課題などに応じて主
体的に活用できる技能として身に付けることができるよ
うにすること。

｢音楽Ⅰ｣の目標



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

｢思考力，判断力，表現力等｣の育成に関する目標
(2) 自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫するこ
とや，音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わっ
て聴くことができるようにする。

｢音楽Ⅰ｣の目標



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

｢学びに向かう力，人間性等｣の涵養に関する目標
(3) 主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み，生
涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに，感性
を高め，音楽文化に親しみ，音楽によって生活や社会
を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

｢音楽Ⅰ｣の目標



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

Ａ表現
(1) 歌唱
(2) 器楽
(3) 創作
Ｂ鑑賞
(1) 鑑賞

〔共通事項〕

ア ｢思考力，判断力，表現力等｣に関
する資質・能力

イ ｢知識｣に関する資質・能力
ウ ｢技能｣に関する資質・能力

｢音楽Ⅰ｣の内容



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

Ａ表現
(1) 歌唱

歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，自己のイメージをもっ
て歌唱表現を創意工夫すること｡【思考力，判断力，表現力等】

イ 次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること｡【知識】
(ｱ) 曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背景との関わり
(ｲ) 言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり
(ｳ) 様々な表現形態による歌唱表現の特徴

ウ 創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に
付けること｡【技能】
(ｱ) 曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などの
技能

(ｲ) 他者との調和を意識して歌う技能
(ｳ) 表現形態の特徴を生かして歌う技能

｢音楽Ⅰ｣の内容



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

Ｂ鑑賞
(1)鑑賞

鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて考え，
音楽のよさや美しさを自ら味わって聴くこと｡【思考力，判断力，表現力等】
(ｱ) 曲や演奏に対する評価とその根拠
(ｲ) 自分や社会にとっての音楽の意味や価値
(ｳ) 音楽表現の共通性や固有性

イ 次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること｡【知識】
(ｱ) 曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
(ｲ) 音楽の特徴と文化的・歴史的背景，他の芸術との関わり
(ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴

｢音楽Ⅰ｣の内容



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

〔共通事項〕
（1）｢Ａ表現｣及び｢Ｂ鑑賞｣の指導を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。
ア 音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの
働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりにつ
いて考えること。【思考力，判断力，表現力等】

イ 音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などにつ
いて，音楽における働きと関わらせて理解する
こと。【知識】

｢音楽Ⅰ｣の内容



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

資質・能力の関連付け

【内容の取扱い】
(2) 内容の「Ａ表現」の(1), (2)及び(3)の指導については，ア，イ及
びウの各事項を，｢Ｂ鑑賞」の(1)の指導については，ア及びイの各
事項を適切に関連させて指導する。

(4) 内容の〔共通事項〕は，表現及び鑑賞の学習において共通に必要
となる資質・能力であり,「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導と併せて，
十分な指導が行われるよう工夫する。



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

我が国や郷土の伝統音楽の取扱い

【内容の取扱い】
(6) 内容の「Ａ表現」の指導に当たっては，我が国の伝統的な歌唱及
び和楽器を含めて扱うようにする。その際，内容の「Ｂ鑑賞」の(1)
のア及びイの(ｲ)又は(ｳ)との関連を図るよう配慮するものとする。

(9) 内容の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の教材については，学校や地域
の実態等を考慮し，我が国や郷土の伝統音楽を含む我が国及び諸外
国の様々な音楽から幅広く扱うようにする。また，｢Ｂ鑑賞」の教材
については，アジア地域の諸民族の音楽を含めて
扱うようにする。



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

言語活動の充実

【内容の取扱い】
(8) 内容の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，思考力，
判断力，表現力等の育成を図るため，音や音楽及び言葉によるコ
ミュニケーションを図り，芸術科音楽の特質に応じた言語活動を適
切に位置付けられるよう指導を工夫する。なお，内容の「Ｂ鑑賞」
の指導に当たっては，曲や演奏について根拠をもって批評する活動
などを取り入れるようにする。



１ 新学習指導要領の改訂のポイント

知的財産権の取扱い

【内容の取扱い】
(11) 自己や他者の著作物及びそれらの著作者の創造性を尊重する態度
の形成を図るとともに，必要に応じて，音楽に関する知的財産権に
ついて触れるようにする。また，こうした態度の形成が，音楽文化
の継承，発展，創造を支えていることへの理解につながるよう配慮
する。



2 芸術科音楽における学習評価

学校における教育活動に関し，生徒の学習状況を評価
するもの。

生徒の学習状況を的確に捉え，教師が指導の改善を図
るとともに，生徒が自らの学びを振り返って次の学びに
向かうことができるようにするためには，学習評価の在
り方が極めて重要。

学習評価

「参考資料」p. 3



2 芸術科音楽における学習評価

観点別学習状況の評価

「参考資料」p. 3

学校における生徒の学習状況を，複数の観点から，そ
れぞれの観点ごとに分析的に捉える評価。

生徒が各教科等での学習において，どの観点で望まし
い学習状況が認められ，どの観点に課題が認められるか
を明らかにすることにより，具体的な指導や学習の改善
に生かすことを可能とする。



知識及び技能

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等 主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

評価の観点

個人内
評価

資質・能力の三つの柱と評価の観点

２ 芸術科音楽における学習評価

育成を目指す資質・能力

評
定

「参考資料」pp. 9～10



「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の評価の観点の趣旨に
照らして，
① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付
けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面
という二つの側面を評価することが求められる。

主体的に学習に取り組む態度

２ 芸術科音楽における学習評価 「参考資料」pp. 10～11



主体的に学習に取り組む態度

２ 芸術科音楽における学習評価 「参考資料」pp. 10～11

自らの学習を調整しようとする側面
・自らの学習状況を把握し，学習の進め方について試行錯誤するなど
自らの学習を調整しながら，学ぼうとしているかどうかという意思
的な側面。

・各教科等の特質に応じて，生徒の発達の段階や一人一人の個性を十
分に考慮しながら，「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点
の状況を踏まえた上で，評価を行う必要がある。



主体的に学習に取り組む態度

２ 芸術科音楽における学習評価 「参考資料」巻頭資料

自らの学習を調整しようとする側面
指導において次のような工夫も大切
■生徒が自らの理解状況を振り返ることができるような発問を工夫
したり指示したりする。

■内容のまとまりの中で，話し合ったり他の生徒との協働を通じて
自らの考えを相対化するような場面を設ける。



題材の目標を作成する

題材の評価規準を作成する

観点ごとに総括する

「指導と評価の計画」を作成する

授業を行う

２ 芸術科音楽における学習評価 「参考資料」p. 45

学習評価の進め方



題材の目標を作成する

題材の評価規準を作成する

観点ごとに総括する

「指導と評価の計画」を作成する

授業を行う

２ 芸術科音楽における学習評価 「参考資料」p. 45

学習評価の進め方



観点ごとに総括する

「指導と評価の計画」を作成する

授業を行う

題材の目標を作成する

題材の評価規準を作成する

２ 芸術科音楽における学習評価 「参考資料」p. 45

学習評価の進め方



〈旧〉

第１学年
評
定

修
得
単
位
数

5 2

〈新〉

第１学年
学観
習点
状別
況

評
定

修
得
単
位
数

ＡＡＡ ５ ２

指導要録の参考様式の改善

２ 芸術科音楽における学習評価 「参考資料」巻頭資料



２ 芸術科音楽における学習評価

題材の構想と学習評価

育成を目指す資質・能力を評価と一体
的に考えて題材を構想する

学習指導要領の目標や内容，｢内容の
まとまりごとの評価規準｣の考え方等
を踏まえて学習評価を行う

「参考資料」p. 45



２ 芸術科音楽における学習評価

｢内容のまとまり｣

「参考資料」p. 15, 29

「音楽Ⅰ」における内容のまとまり（※音楽Ⅱ，音楽Ⅲにおいても同様）
「Ａ表現」（１）歌唱 及び 〔共通事項〕（１）
「Ａ表現」（２）器楽 及び 〔共通事項〕（１）
「Ａ表現」（３）創作 及び 〔共通事項〕（１）
「Ｂ鑑賞」（１）鑑賞 及び 〔共通事項〕（１）

学習指導要領に示す各教科等の「第２款 各科目」における各科目の「１
目標」及び「２ 内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理したりし
たもの



２ 芸術科音楽における学習評価 「参考資料」p. 33

歌唱 器楽 創作 鑑賞
音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働き
を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え⇒
⇒歌唱表現に
関わる知識や
技能を得たり
生かしたりしな
がら，自己の
イメージをもっ
て歌唱表現を
創意工夫する
こと。

⇒器楽表現に
関わる知識や
技能を得たり
生かしたりしな
がら，自己の
イメージをもっ
て器楽表現を
創意工夫する
こと。

⇒創作表現に
関わる知識や
技能を得たり
生かしたりしな
がら，自己の
イメージをもっ
て創作表現を
創意工夫する
こと。

⇒鑑賞に関わ
る知識を得たり
生かしたりしな
がら，次の(ｱ)
から(ｳ)までに
ついて考え，
音楽のよさや
美しさを自ら味
わって聴くこと。

｢内容のまとまり｣と〔共通事項〕との関係



２ 芸術科音楽における学習評価 「参考資料」pp. 14～15

【学習指導要領「教科の目標」】
学習指導要領 各教科の「第１款 目標」等

（1） （2） （3）
（知識及び技能に
関する目標）

（思考力，判断力，
表現力等に関する

目標）

（学びに向かう力，
人間性等に関する

目標）

観
点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度

趣
旨

（知識・技能の観
点の趣旨）

（思考・判断・表
現の観点の趣旨）

（主体的に学習に
取り組む態度の観
点の趣旨）

【改善等通知 別紙５「評価の観点及びその趣旨】

教科の目標と「評価の観点及びその趣旨」との対応関係



２ 芸術科音楽における学習評価 「参考資料」pp. 14～15

（1） （2） （3）

（知識及び技能に
関する目標）

（思考力，判断力，
表現力等に関する

目標）

（学びに向かう力，
人間性等に関する

目標）

科目の目標と「評価の観点の趣旨」との対応関係
【学習指導要領「科目の目標」】
学習指導要領 各教科の「第２款 各科目」における科目の目標

観
点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り

組む態度

趣
旨

（知識・技能の観点
の趣旨）

（思考・判断・表現
の観点の趣旨）

（主体的に学習に
取り組む態度の観点

の趣旨）
科目の目標に対する「評価の観点の趣旨」は各学校等において作成する



観
点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

趣
旨

・曲想と音楽の構造や
文化的・歴史的背景
などとの関わり及び音
楽の多様性について理
解している。

・創意工夫を生かした音
楽表現をするために必
要な技能を身に付け，
歌唱，器楽，創作で
表している。

音楽を形づくっている要素
や要素同士の関連を知
覚し，それらの働きを感
受しながら，知覚したこと
と感受したこととの関わりに
ついて考え，どのように表
すかについて表現意図を
もったり，音楽を評価しな
がらよさや美しさを自ら味
わって聴いたりしている。

主体的・協働的に表現及
び鑑賞の学習活動に
取り組もうとしている。

２ 芸術科音楽における学習評価

「音楽Ⅰ」の目標に対する「評価の観点の趣旨」(例)

「参考資料」p. 31



３ 指導と評価の一体化のポイント

１ 評価の場面を精選する

日々の授業の中で生徒の学習状況を適宜把握して指導の改善に生かす
ことに重点を置く

観点別の学習状況の評価は，題材など内容や時
間のまとまりごとに，それぞれの実現状況を把
握できる段階で行うなど，その場面を精選する
ことが重要



例：「題材全体の学習指導における評価の位置付け」

３ 指導と評価の一体化のポイント 「参考資料」p. 61

矢印 では，生徒の学習活動の状況
を観察などによって継続的に見取り，
それぞれの評価を記録に残す場面
で総括的に評価する。



３ 指導と評価の一体化のポイント

２ 評価方法を工夫する

各教科等の特質に応じて，多様な評価方法を適切に取り入れて評価
を行う

芸術科音楽では…

演奏，作品，ノート，ワークシート，発表やプ
レゼンテーション，グループでの話合いでの発
言，活動時の観察，自己評価や相互評価，ポー
トフォリオ…などが考えられる



３ 指導と評価の一体化のポイント

３ 生徒の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている
要素を明確にする

その題材の学習内容を踏まえて適切に選択し，題材の評価規準の
「思考・判断・表現」に位置付ける

・学習の内容を具体化する
・指導のねらいを明確にする
・指導の改善に生かしやすくする



３ 指導と評価の一体化のポイント

【内容の取扱い】
(1) 内容の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導については，中学校音楽科との

関連を十分に考慮し，それぞれ特定の活動のみに偏らないようにすると
ともに，必要に応じて,〔共通事項〕を要として各領域や分野の関連を図
るものとする。

生徒の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素
を共通に選択し，評価規準に位置付けている。

複数の領域や分野の関連を図った題材



新学習指導要領の改訂のポイントと学習評価
（高等学校 芸術科（音楽））

文化庁
参事官（芸術文化担当）付教科調査官
文部科学省
初等中等教育局 教育課程課教科調査官

河合 紳和


